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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】生物科学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

林 倶子

【授業目標・教育方針】
・生物科学を発展させた基礎的技術・研究法について知識があること。
・遺伝子組み換え技術に関する基礎知識があること。
・食品、医療などへの応用と社会生活への影響についての知識をもつこと。

【授業概要】
生命を維持するため、長い時間をかけて生物が進化させたきた仕組みを明らかにする方法を知ること。また、その仕
組みを応用して社会生活に役立てつつある現状を知ること。どこまでが解明され、何がまだ明らかではないか、何が
安全で、何が危険かに留意する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：ゲノム工学の基礎：野島　博：東京化学同人：4-8079-0554-6
参考書：生命科学史：遠山　益：裳華房：4-7853-5211-6
参考書：Molecular Biology of THE CELL：A.Bray et al.：Garland：0-8240-3695-6

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点はその場で質問すること

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：生物科学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 2 回 生物科学発展に寄与した技術 光学顕微鏡、電子顕微鏡、遠心機、培養技術　クロマ
トグラフィー、電気泳動

第 3 回～第 4 回 生体高分子の構造研究法 ＤＮＡ、ＲＮＡの構造決定法、タンパク質の一次構
造、高次構造を調べる方法

第 5 回～第 7 回 生理活性物質の研究法 ビタミン、ホルモン、神経伝達物質、毒
第 8 回 中間試験
第 9 回 酵素群 ＤＮＡを細工する酵素群 レポート
第 10 回 ベクターと宿主 プラスミド、バクテリオファージ、大腸菌を宿主とす

るベクター系、宿主としてもつべき性質、
第 11 回 遺伝子解析技術 電気泳動、ブロッテイング、ハイブリダイゼーショ

ン、プローブ、ライブラリー、クローニング
第 12 回 ＤＮＡ技術の応用 親子鑑定、ミトコンドリアＤＮＡ、犯罪捜査、分子考

古学、分子人類学
第 13 回 遺伝子組み換え作物 高等植物におけるバイオテクノロジー、遺伝子組み換

え作物が抱える問題点
第 14 回 遺伝子医療 遺伝子診断、遺伝子治療、ゲノム創薬、医療の個別化
第 15 回 まとめ 質疑応答
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